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論文内容の要旨
臓器、組織の移植の成功を妨げる最大の障害は移植免疫に基づく拒否反応である。この拒否反応を
抑制する目的で、移植される個体すなわち recipient の反応性を低下させる方策が実験的にもまた臨
床的にも研究、開発されつつある。これらの方法はいずれも recipient に侵襲を加える点で臨床面に
利用するには副作用などの問題が多く、十分満足すべき成果を収めるに至っていない。一方 donor の
移植片を何らかの方法で処理することにより、免疫原性を修飾し低下させること、すなわち移植片を
宿主に順応させようとする企てがある。
そこで、著者は donor の移植片を処理することをもとにして、移植片の生着の状態を発育を指標と
して形態学的に容易に観察、追跡できる歯怪を研究材料に選び、歯目玉移植の分野に応用し、 donor の
歯肢を処理することにより recipient に順応させることを試みた。
まず対照実験としてAKR系およびddO 系の成熟マウスおよび成熟家兎を供試動物として歯怪を
前眼房内あるいは皮下に同系、同種むよび異種移植した。
つぎに donor の歯腔を recipient に順応させることを目的として、 1) ddO 系あるいはAKR系マ
ウスの歯医を同種のマウス、すなわちそれぞれAKR系あるいはddO 系マウスの前眼房内に移植す
る、 2) ddO 系むよびAKR系マウスあるいは家兎の歯怪を diffusion chamber 内に入れて ddO 系
マウスに移植する、 3) 家兎歯匪をAKR系マウスの血清あるいは胎児抽出液とともに in vitro で培
養する、という 3 種の方法を試みた。順応の有無、程度は順応を目的とする前処置を行なった歯怪を
recipient の皮下に移植し、その発育状態を組織学的方法によってしらベ判定した。
対照実験の成績一前眼房内に移植したマウスあるいは家兎の歯怪は、移植後 2週間まではその発育
が認められた。同系むよび同種移植の聞には、硬組織の形成にはほとんど差が認められなかったが、
同種移植した歯医の歯髄キE織では同系移植のそれに比べ一部空胞変性が認められた。異種移植では歯
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腔の発育は早期に停止し、歯髄組織は空胞変性の像を示した。一方皮下移植を行なった場合には、同
系移植では、高い生着率を示し、同種移植においてもかなりの生着をみた。組織学的には、同系、同
種ともに硬組織の形成はみられたが、歯骨造組織については同種では同系移植に比べて全般に網様萎縮
の傾向が強く現われた。異種移植した歯医はすべて早期に母床に吸収され、消失した。
順応実験の成績一1) ddO 系あるいはAKR系マウスの前眼房内に同種移移植した歯医をそれぞれ
AKR系あるいはddO 系マウスの皮下に再移植した場合、直接皮下に同種移植した歯医に比べて再移
植歯医では歯腔そのものの発育は良くならなかったが、歯髄の変性、壊死の傾向が弱く、 recipient
の場境にあらかじめ順応させた歯腔は recipient の移植免疫反応から多少とも保護されていることを
示唆する結果が得られた。 2) diffusion chamber 内に入れて同系、同種および異種の個体の皮下に
移植した歯医については、同系わよび同種移植では上皮組織の増殖する像が、また同系移植では類骨
組織の添加がみられたが、移植歯医の発育は認められず、かえって吸収の傾向がみられた。又異種移
植歯怪は全く消失した。そのため、この方法で移植歯腔を recipient に順応させようとする企ては断
念した。 3) 家兎の歯医を予定される recipient と同系のAKR系マウスの血清あるいは胎児抽出液と
ともに in vitro で培養し、ほぼ正常歯医の組織像を保持している培養3 日後の家兎歯医をAKR系マ
ウスの皮下に異種移植することにより、直接皮下移植したものでは全く発育しなかった異種移植歯医
が発育するのを認めた。すなわちこのような方法により歯医を in vitro で recipient にある程度順応
させることが可能なことを示唆する結果が得られた。
論文の審査結果の要旨
本研究は移植片の生着状態を観察、追跡するのに適している歯腔を研究材料に選び、 donor の歯怪
を recipient に順応させることにより移植免疫にもとづく拒否反応を抑制できるかどうかを調べたも
のである。種々の方法について検討を加え、 donor の歯怪を in vitro で recipient の液性成分ととも
に培養することにより、従来生着させることが至難とされている異種移植片を recipient に順応させ、
ある程度発育させ得ることを示唆する重要な知見を得た。
この点において、片野君の研究は価値あるものであり、.歯学博士の学位請求論文に十分値する業績
と考える。
-246-
